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短痕の高度解析　-短痕の出現高度と母流星光度との関連 -

Height analyses of short-duration meteor trains - Height of short-train meteor trains ver-
sus Mother meteor Magnitude -
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流星出現後の軌跡上に流星痕が見られることがある。その継続時間の長さで短痕と永続流星痕に分けられる。便宜的
に出現後５秒を短痕と永続流星痕の境界とした。永続流星痕を知るためにより数多くより精度高い同時観測を志向した
流星痕同時観測キャンペーンでは 2001年しし座流星群の大出現により 160例超、数千コマの画像データを保有するまで
になった (Toda et al., 2003)。ところが同時観測流星出現にはじまり、永続流星痕生成から消失に至るまでのつなぎ目の無
い観測例はほとんど無い。我々は永続流星痕より発生確率が高い、流星出現直後に発生し短時間に消失する短痕に注目
し、Shigeno et al.(2003)による 2001年しし座流星群の I.I.+Video２点同時観測データから短痕を残す流星の抽出を行っ
た。流星出現後短痕を残した 26例について、高度 90～130kmにおける短痕の生成から消失までを時間分解能 1/30秒、
高度 1kmの精度で算出した（戸田ら；2006年合同大会）。その結果、継続時間が 0.2秒以上の短痕はいわゆる V-Sharp型
の高度変化を示した（Toda et al. submitted）。

本発表では短痕の出現高度領域と母流星光度との関連を明らかにすることを狙う。永続流星痕ではYamamoto et al.(2005)
により母流星光度との短痕の出現高度領域の関連がすでに明らかにされているので、短痕でも当てはまるか否かを調べ
る。これにより流星出現直後から短痕－永続流星痕までの形成メカニズムの統一した理解に一歩でも近づけるものと考
えている。
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